
（別紙３）

〜 2026年3⽉27⽇

（対象者数） 23 （回答者数） 16

〜 2026年 3⽉27⽇

（対象者数） 8 （回答者数） 8

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

⼀⼈ひとりのアセスメントを丁寧に実施しながら、⼦どもた
ちが楽しさや達成感を感じて過ごすことができるように個別
のかかわりや環境設定に配慮していく。

2

今後も継続して療育の内容や⽇々の様⼦をこまめに発信し、
保護者と情報を共有していく。

3

・全職員共通認識で療育にあたることができるように効率の
良い情報共有の仕⽅を検討する。
・より良い⽀援につなげるために、職員が研修や他事業所へ
の⾒学を通して⾃⼰研鑽を積極的に⾏う。

改善に向けて必要な取組や⼯夫が必要な点等

1

保護者の⽅のニーズを検討し、職員間でSNSの更新頻度や時
間の使い⽅等を検討し、保護者への発信を強化していく。ま
た、ICT導⼊に伴い、⾃⼰評価や⽀援プログラムの公表につ
いてもアプリ内で発信し、周知することに努める。

2

・前回出席された保護者の⽅の意⾒を参考に児童発達⽀援や
放課後等デイサービスの次のステップ、就園・就学先の選
択、将来像などについて不安を抱える保護者に対し、先輩保
護者の話を聞く機会や、同年代の⼦どもをもつ保護者同⼠が
交流できる茶話会の実施を検討する。

3

児童会館や公共施設での活動を積極的に組み、地域の⼦ども
とかかわる機会を設けていく。

⼦どもたちが安⼼して楽しく通える場になっていること。 個々に合わせた環境設定や遊びの提供など、職員間で情報共
有や共通認識を持ちながら取り組むことができている。
個別活動やパーテーションを使いながら、お⼦さんの状況に
応じて少⼈数で活動できる環境設定を⾏っている。

⼦どもの状況を保護者と伝えあい、情報共有や共通理解を持
つことができたこと。

送迎時間や連絡ノートなどで⽇々の様⼦を具体的に伝えた
り、かかわり⽅や環境を設定を⼯夫することで、⾃信につな
がったりできることが増えた等、伝えることを⼼掛けてい
る。

⽀援終了後に振り返りを⾏い、気付いた点等の共有を図るこ
とができた。

⽀援終了後に職員間でミーティングを１５分程度実施し、利
⽤児について気付いた点や環境設定の改善点等、適宜検討し
ている。

・児童館や⼦育てサロン、地域の公園へ⾏くことがあるが交
流は積極的に⾏っていない。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

⽇々の様⼦を書⾯や⼝頭で伝えたり、避難訓練についてお便
りやHP、SNS等に掲載しているが、周知には⾄らなかった。

・SNSを運営する時間の確保が難しく更新頻度が低くなって
しまった。
・紙媒体のお便りで周知していたが、周知には⾄らなかっ
た。

幼稚園や保育園、認定こども園との交流は実施していない。

・就労されている保護者の⽅等、希望する時間の設定ができ
なかった。
・保護者の⽅のニーズの検討や、テーマの設定が出来ていな
かった。

保護者茶話会の開催等により、保護者同⼠の交流の機会を設
けているが、周知には⾄らなかった。
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